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70日 

開催まで 
あと 

夏季大会　  9/13～16　県富士水泳場 
秋季大会　10/26～29　市立富士体育館 

主な内容

自然と遊ぼう！ 浮島沼

河川愛護美化運動月間
お役立てください
市政いきいき講座

さて、どんな芸術作品をつくろうかな？

はじめてのやきもの教室
6月14日 富士市立博物館
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『浮島沼ってどんなところ？』
浮島沼から離れた富士市の西部に住む3
人が、浮島沼の自然観察に出かけました

左から

志
し

水
みず

舞 さん（富士第一小6年）

岡田 知
とも

樹
き

くん（富士中央小4年）

志水 愛
ま

奈
な

さん（富士第一小3年）

浮
島
地
区
に
は
、
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路
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、
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な
ど
の
小
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な
魚
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元
気
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す
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皆
さ
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も
、
自
然
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探
し
に
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ん
か
？

『浮島沼ってどんなところ？』
浮島沼から離れた富士市の西部に住む3
人が、浮島沼の自然観察に出かけました

左から

志
し

水
みず

舞 さん（富士第一小6年）

岡田 知
とも

樹
き

くん（富士中央小4年）

志水 愛
ま

奈
な

さん（富士第一小3年）

浮
島
地
区
に
は
、
以

前
は
ア
シ
原
や
沼
地
が

た
く
さ
ん
残
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
で

は
昔
の
面
影
が
残
る
と

こ
ろ
は
少
な
く
な
り
ま

し
た
ね
。

浮
島
沼
の
自
然
を
観

察
す
る
に
は
、
春
か
ら

夏
が
一
番
い
い
時
期
だ

と
思
い
ま
す
。
春
山
川

沿
い
を
山
の
方
ま
で
歩
い
て
い
く
と
、
水
辺
の
生
物

か
ら
山
の
植
物
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
を
観
察
で

き
ま
す
。
水
辺
で
は
メ
ダ
カ
も
見
ら
れ
る
ほ
か
、
田

ん
ぼ
の
あ
ぜ
な
ど
で
は
、
ナ※

ヨ
ナ
ヨ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ

と
い
う
浮
島
沼
特
有
の
植
物
も
見
ら
れ
ま
す
。

自
然
観
察
を
す
る
上
で
ぜ
ひ
守
っ
て
ほ
し
い
こ
と

は
、
む
や
み
に
生
物
を
捕
ま
え
た
り
、
植
物
を
と
っ

た
り
し
な
い
こ
と
で
す
。
生
物
は
、
観
察
が
終
わ
っ

た
ら
、
も
と
も
と
住
ん
で
い
た
場
所
に
返
し
て
あ
げ

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ナ
ヨ
ナ
ヨ
ワ
ス
レ
ナ
グ
サ

浮
島
沼
に
咲
く
ム
ラ
サ
キ
科
の
青
く
小
さ
な
花
。

浮
島
の
開
発
が
進
む
中
、
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い

る
。

ドジョウの子どもを見つけたよ（5cmくらい）。見つけた生物は
ひとまず水槽へ

春から夏にかけてが
自然とふれあうベストシーズン

先日から仕掛けておいたペット
ボトルの仕掛けには、ナマズの
子どもが入っていました

東公民館にあるビ
※

オトープでは、浮島沼の
生物や植物について内山さんに教えてもら
いました。ここにはスイレンなどの植物の
ほか、メダカなどがいます
※動植物が生息できるよう造成された場所

（ 2 ）（ 3 ）

今回の案内役

浮島こどもエコクラブサポーター

内山　厳
いわお

さん（境）

この場所を
歩きました



自然と遊ぼう 

メ
ダ
カ
や
ド
ジ
ョ
ウ
、
ザ
リ
ガ
ニ
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
生
き
物
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
サ
サ
舟
を
つ
く
る
の
は
初

め
て
だ
っ
た
の
で
難
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
ち
ゃ

ん
と
浮
い
て
川
に
流
す
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
ま
た
浮
島
に
遊
び
に
来
た
い
な
。

ハヤがいっぱい泳いでるよ！挟み打ち
で捕まえられるかな？

最後に大きなザリガニを見つけました！
3人ともうれしそうだね

こんなに大きなウシガエ
ルのオタマジャクシもい
ます（10cmくらい）

田んぼに水を入れるポン
プの近くでは、ザリガニ
の抜け殻を発見!!

小さなアシ原では、アシの葉をササの葉の
ように使って「ササ舟」づくり。ここには
ナヨナヨワスレナグサ（↓）も咲いていま
した

（ 4 ）

観
察
を
終
え
て
…

浮
島
沼
の
歴
史
や
自
然
を
調
べ
て
み
よ
う

●
市
立
中
央
図
書
館
（
1
五
一
ー
四
九
四
六
）

『
は
ば
た
く
浮
島
ヶ
原
』

発
行
　
富
士
東
部
土
地
改
良
区

著
者
　
鈴
木
富
男

『
第
三
十
二
回
企
画
展
「
浮
島
沼
」

〜
開
拓
の
あ
ゆ
み
と
農
民
の
苦
闘
〜
』

発
行
　
富
士
市
立
博
物
館

『
富
士
市
の
自
然
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ー
』

発
行
　
富
士
市
教
育
委
員
会

●
市
立
博
物
館
（
1
二
一
ー
三
三
八
〇
）

歴
史
民
俗
資
料
館
一
階
ジ
オ
ラ
マ

『
ド
ブ
ッ
タ
の
あ
る
く
ら
し
』

大きな水路の合流点では、
ハヤや小ブナなどがとれ
ました
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と　　き 8月22日（金）9 : 30～15 : 30 ※9 : 00集合
集合場所 消防防災庁舎玄関前
内　　容 魚採りや水生昆虫の観察、河原の探検など
対　　象 市内の小学4～6年生とその保護者
定　　員 25組（先着順）
申し込み 7 月22日～ 8 月12日に、電話またはFAX
（住所、氏名、電話番号、年齢、学年、保護者名を
明記）で、下記へお申し込みください

河川課　1 55-2833 5 51-0360

富士土木事務所企画検査課　

1 65-2227 5 65-2270

富士早川水辺探検隊
参加者募集

本物の自然を思いっ切り体験し、川の
楽しさや不思議さを体で感じよう！

田
宿
川
で
は
、
年
間
六
〜
七
回
の
河
川
清
掃
を
行

っ
て
い
ま
す
。
河
川
清
掃
に
は
、
環
境
美
化
の
ほ
か
、

台
風
や
洪
水
か
ら
地
域
を
守
る
と
い
う
大
き
な
目
的

が
あ
り
ま
す
。
清
掃
を
す
る
と
、
川
の
水
位
は
二
十

セ
ン
チ
く
ら
い
は
下
が
り
ま
す
よ
。
ま
た
、
毎
年
行

っ
て
い
る
「
た※

ら
い
流
し
川
祭
り
」
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
川
に
親
し
ん
で
も
ら
う
ほ
か
、
川
の
中
か
ら
、

川
岸
や
橋
に
不
備
が
な
い
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
中
学
生
の
有
志
が
胴
長
を
履
い
て
河

川
清
掃
に
参
加
し
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
泉
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
も
、
総
合
学
習
を
通
し
て
田
宿
川

の
保
全
に
つ
い
て
熱
心
に
考
え
て
く
れ
る
の
で
、
と

て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
き
れ
い
な
田
宿
川
を
守
っ
て
い
く

た
め
、
子
ど
も
た
ち

に
「
川
を
愛
す
る
心
」

を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

問
い
合
わ
せ

河
川
課

1
五
五
ー
二
八
三
三
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で
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）
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河
川
愛
護

　
美
化
運
動

　
美
化
運
動
月
間
月
間

き
れ
い
な
川
を
い
つ
ま
で
も
…

7・8 月

今泉6町内河川委員会
田宿川河川管理協力員

金子 圭介 さん（左、今泉 3丁目）

事務局

田中 成佳
しげよし

さん（右、今泉 5丁目）

川を愛する心を
子どもたちに伝えていきたい

今泉小4年生が、田宿川沿い
に花の苗を植えました（6月
12日）

※
こ
と
し
は
七
月
二
十
七

日（
日
）
に
実
施

（ 5 ）
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美
化
は
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美
化
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人
一
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ら
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る
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防
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私
た
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生
活
に
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れ
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川
は
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私
た
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の
生
活
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密
着
し
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も
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と
な
っ
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と
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す
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か
し
、
ご
み
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捨

　
し
か
し
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き
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が
捨

て
ら
れ
、
汚
れ
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ま
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た
川
も

て
ら
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、
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ま
っ
た
川
も
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く
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る
の
が
現
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で
す
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多
く
見
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る
の
が
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で
す
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汚
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、
流
域
に
住
む
人

　
川
の
汚
れ
は
、
流
域
に
住
む
人

た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
川
か
ら
離
れ
た
場
所
で
も
、

ん
。
川
か
ら
離
れ
た
場
所
で
も
、

市
内
各
地
で
出
さ
れ
た
生
活
排
水

市
内
各
地
で
出
さ
れ
た
生
活
排
水

や
ご
み
は
、
側
溝
な
ど

や
ご
み
は
、
側
溝
な
ど
に
流
れ
込

に
流
れ
込

み
、
い
ず
れ
は
川
に
流
れ
込
ん
で
、

、
い
ず
れ
は
川
に
流
れ
込
ん
で
、

川
を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。

川
を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
多
く
の
人
に
、
河
川

　
市
で
は
、
多
く
の
人
に
、
河
川

の
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
な
ど
の
活

の
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
な
ど
の
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か

け
る
ほ
か
、
親
子
を
対
象
と
し
た

け
る
ほ
か
、
親
子
を
対
象
と
し
た

水
辺
で
の
体
験
教
室
な
ど
を
実
施

水
辺
で
の
体
験
教
室
な
ど
を
実
施

し
、
河
川
愛
護
・
美
化
の
考
え
を

し
、
河
川
愛
護
・
美
化
の
考
え
を

広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
　
　

す
。
　
　
　

　
七
月
二
十
日
に
は
、
富
士
川
流

　
七
月
二
十
日
に
は
、
富
士
川
流

域
一
斉
清
掃
や
、
田
宿
川
河
川
清

域
一
斉
清
掃
や
、
田
宿
川
河
川
清

掃
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ

掃
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

河
川
美
化
は

　
　
一
人
一
人
の
心
が
け
か
ら

川
に
親
し
み

　
河
川
愛
護
の
心
を
育
て
よ
う

　
市
内
に
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

河
川
が
流
れ
て
い
ま
す
。
川
の
水

は
、
農
業
や
工
業
に
利
用
さ
れ
る

ほ
か
、
防
火
用
水
と
し
て
も
利
用

さ
れ
、
川
は
、
私
た
ち
の
生
活
に

と
て
も
密
着
し
た
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ご
み
や
空
き
缶
が
捨

て
ら
れ
、
汚
れ
て
し
ま
っ
た
川
も

多
く
見
ら
れ
る
の
が
現
状
で
す
。

　
川
の
汚
れ
は
、
流
域
に
住
む
人

た
ち
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
川
か
ら
離
れ
た
場
所
で
も
、

市
内
各
地
で
出
さ
れ
た
生
活
排
水

や
ご
み
は
、
側
溝
な
ど
に
流
れ
込

み
、
い
ず
れ
は
川
に
流
れ
込
ん
で
、

川
を
汚
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
多
く
の
人
に
、
河
川

の
草
刈
り
や
ご
み
拾
い
な
ど
の
活

動
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か

け
る
ほ
か
、
親
子
を
対
象
と
し
た

水
辺
で
の
体
験
教
室
な
ど
を
実
施

し
、
河
川
愛
護
・
美
化
の
考
え
を

広
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
　
　
　

　
七
月
二
十
日
に
は
、
富
士
川
流

域
一
斉
清
掃
や
、
田
宿
川
河
川
清

掃
が
行
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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子育て支援講座

介護保険講座

健康づくりを考えよう

富士市のごみ処理

これからのごみ処理行政

ごみとリサイクル

富士市の環境

環境学習会

水生昆虫を調べてみよう

富士市環境基本計画

地域環境を考えよう

ごみの中身は何だろう？

森林の持つ役割

みんなで引き継ごう貴重なみどり

富士市の都市計画

みんなのまちづくり（区画整理事業）

下水道の仕組みと役割

地籍調査ってなに

道（未知）を知る

雨水を大地へ戻そう

パソコンによる公共建築物設計

21世紀のハイウェイをめざして

市町村合併

児童福祉課　�55-2762

介護保険課　�55-2766

保健福祉センター　�64-8993

廃棄物対策課

　　　　�55-2769

環境保全課

　　　　�55-2773

環境政策課　�55-2901

林政課　�55-2783

河川課　�55-2834

営繕課　�55-2836

みどりの課　�55-2793

都市計画課　�55-2786

市街地整備課　�55-2797

下水道部管理課　�55-2800

第二東名対策課　�55-2839

建設部管理課　�55-2819

道路建設課　�55-2823

環境クリーンセンター
　　　　�35-0081

企画課　�55-2718

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

No. 講　　座　　名 担　当　課

まちづくり

環　　　境

市
政
い
き
い
き
講
座
が
始
ま
っ
た
の
は
、
昨
年
七

月
か
ら
。
以
来
、
こ
と
し
の
三
月
末
ま
で
で
、
企
業
、

町
内
会
、
学
校
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
・
団
体
か
ら
、
計

百
四
十
三
件
の
利
用
が
あ
り
、
延
べ
八
千
人
余
り
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
講
座
を
活
用
し
ま
し
た
。

と
り
わ
け
人
気
が
高
か
っ
た
講
座
は
、
順
に
、

「
普
通
救
命
講
習
」、「
応
急
手
当
講
習
」、「
花
火
教

室
」、「
健
康
づ
く
り
を
考
え
よ
う
」、「
介
護
保
険
講

座
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
震
災
に
備
え
た
生
活
安
全

に
関
す
る
講
座
や
、
健
康
・
福
祉
に
関
す
る
講
座
に

人
気
が
集
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
分
野
で
総
実
施
数
の

約
九
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件昨年度の利用は143件

昨年度、42件の利用があった「普通救命講習」



21世紀のまちづくり

一度は聞いてみよう「市役所のしごと」

行政改革と地方分権

情報公開制度

「広報ふじ」ができるまで

市民の皆さんの声を聞く  広聴業務

財政のあらまし

市議会の仕組みと機能

富士市ホームページ活用術

戸籍制度と住民基本台帳制度

税金って何？

租税塾（固定資産税を学ぼう）

消費者啓発講座

再生紙の利用

子どものための農業教室

市場の機構

生鮮食品が消費者にわたるまで

街を花でいっぱいに

大事に使おうみんなの公園

富士市の水道

 1

 2

 3

 4

 5

 6

 7

 8

 9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

企画課　�55-2718

行政経営課　
　　　　�55-2719

総務課　�55-2706

財政課　�55-2725

議会事務局　�55-2877

広報広聴課　�55-2700

市民課　�55-2746

市民税課　�55-2734

資産税課　�55-2743

みどりの課　�55-2793

みどりの課　�55-2795

水道総務課　�55-2843

工業振興課　�55-2779

農政課　�55-2781

公設地方卸売市場
　　　　�53-5611

男女共同参画室　�55-2724

市民生活課　�55-2750

広報広聴課
　　　　�55-2700

No. 講　　座　　名 担　当　課

市　　　政

市 民 生 活

ひと ひと

富士発・女と男のフォーラム

★
申
し
込
み
の
で
き
る
人

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
で
構
成
さ
れ
、
十
人
以

上
の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
で
す
。

★
講
座
開
催
の
と
き
・
と
こ
ろ

講
座
の
開
催
は
、
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
九
時
〜

二
十
一
時
の
間
で
、
原
則
と
し
て
一
講
座
二
時
間
以
内
で

す
。（
祝
日
及
び
十
二
月
二
十
七
日
〜
一
月
四
日
は
除
き

ま
す
）
な
お
、
会
場
の
手
配
や
準
備
な
ど
に
つ
い
て
は
、

申
し
込
み
を
し
た
グ
ル
ー
プ
・
団
体
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
原
則
と
し
て
、
会
場
は
市
内
に
限
り
ま
す
）

★
申
し
込
み
方
法

下
の
六
十
六
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
希
望
講
座
を
選
び
、
事

前
に
講
座
の
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
の
上
、
希
望
日
の
一
か

月
前
ま
で
に
、
利
用
申
請
書
で
講
座
の
担
当
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
利
用
申
請
書
は
、
講
座
担
当
課
及
び
生

涯
学
習
課
、
各
公
民
館
に
あ
る
ほ
か
、
富
士
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

※
申
し
込
み
の
際
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
政
治
、
宗
教
、
営
利
活
動
な
ど
の
会
場
及
び
催
し
に
は
、

職
員
の
派
遣
を
お
断
り
し
ま
す
。

・
講
座
に
関
す
る
質
問
や
意
見
交
換
は
行
い
ま
す
が
、
苦

情
や
要
望
を
受
け
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
承

知
く
だ
さ
い
。

・
皆
さ
ん
の
希
望
日
時
に
沿
え
る
よ
う
、
で
き
る
限
り
調

整
し
ま
す
が
、
業
務
の
都
合
な
ど
に
よ
り
ご
希
望
に
沿

え
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）（ 7 ）

市
政
い
き
い
き
講
座
全
般
に
つ
い
て
の
質
問
や
問
い
合
わ
せ
は
…

生
涯
学
習
課

1
五
五
ー
二
八
七
二

Fhttp
://w
w
w
.city.fuji.shizuo

ka.jp
/cityhall/

kyo
iku-b

/syo
ug
aku/

公民館ってどんなとこ

青少年育成活動

青少年の悩みごと承ります

青少年の健全育成をいっしょに考えよう

富士市の文化財紹介

国際交流.Com

防災講座（家庭内対策）

防災講座（防災教育）

木造住宅の耐震診断

消防団の役割

応急手当講習

普通救命講習

火災予防教室

花火教室

消火訓練及び避難訓練

最近の交通事故の状況と市民交通傷害保険

国民健康保険制度

国民年金制度

今後の福祉の流れ

高齢者福祉サービス

ふじ生きがいプラン21

障害者の福祉

生涯学習課　�55-2872

生涯学習課　�55-2873

青少年相談所　
　　　　�52-4152

文化スポーツ課　�55-2875

国際交流室　�55-2704

防災対策課　
　　　　�55-2715

建築指導課　�55-2791

消防本部管理課　�55-2852

警防課　�55-2856

予防課　�55-2859

中央・西消防署
　　　　�55-2862

道路交通安全課　�55-2831

国民健康保険課　�55-2751

市民生活課　�55-2755

社会福祉課　�55-2757

生きがい福祉課
　　　　�55-2760

障害福祉課　�55-2761

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

No. 講　　座　　名 担　当　課

教 育 文 化

生 活 安 全

健康・福祉

★
各
講
座
の
詳
し
い
内
容
は
、
講
座
の
担
当
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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和紙ちぎり絵教室の開講10周年記
念展を開催した

釘
くぎ

谷
や

まつさん
（大淵）

紙
ち
ぎ
り
絵
は
、
色
と
り
ど
り

の
手
す
き
和
紙
を
手
で
ち
ぎ
っ

て
張
り
合
わ
せ
て
制
作
す
る
工
芸
絵

画
の
こ
と
。
釘
谷
さ
ん
は
、
六
十
歳

を
過
ぎ
た
ば
か
り
の
二
十
年
前
、
近

所
の
仲
間
と
一
緒
に
習
い
始
め
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
技
法
の
修
得
を
重
ね
、

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
を
受
け

る
形
で
十
年
前
か
ら
教
え
る
立
場
に
。

そ
の
後
、
全
国
展
で
特
選
を
受
賞
し
、

日
本
ち
ぎ
り
絵
協
会
参
与
と
な
る
な

ど
、
創
作
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
公
民
館
講
座
や
自
宅

な
ど
八
つ
の
教
室
で
、
約
八
十
人
の

生
徒
と
一
緒
に
技
法
の
研
究
に
励
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
五
月
に
は
、
教
室

開
講
十
周
年
記
念
展
を
ロ
ゼ
シ
ア
タ

ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

釘
谷
さ
ん
は
、「
和
紙
ち
ぎ
り
絵

を
初
め
て
見
た
と
き
、
和
紙
の
持
つ

温
か
み
や
独
特
の
色
合
い
に
魅
せ
ら

れ
ま
し
た
。
和
紙
の
色
の
濃
淡
や
透

明
感
が
こ
の
ち
ぎ
り
絵
の
特
徴
で
す
。

記
念
展
は
、
一
年
か
け
て
入
念
に

準
備
し
ま
し
た
。
作
品
の
配
列
な
ど

考
え
て
い
る
と
時
間
が
過
ぎ
る
の
を

忘
れ
て
し
ま
う
く
ら
い
夢
中
に
な
り

ま
し
た
。
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
だ
け

に
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
来
場
し
て
く

れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

教
室
で
は
、
長
い
時
間
立
っ
た
ま

ま
で
教
え
て
い
て
も
疲
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
。
生
徒
に
も
恵
ま
れ
て
い
ま
す

し
、
ち
ぎ
り
絵
が
よ
ほ
ど
好
き
な
の

で
し
ょ
う
ね
（
笑
）。
今
の
目
標
は

個
展
の
開
催
で
す
。
あ
と
五
年
く
ら

い
し
た
ら
ぜ
ひ
開
い
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ひと 

お便りください
このコーナーは、皆さんの意見や地域の話題をお届けしています。

広報広聴課155-2700へご連絡ください。

現
在
、
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
の

で
す
が
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
こ
と

な
ど
市
役
所
へ
行
く
用
事
が
多
く
あ

り
ま
す
。
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
ま
だ
持
っ

て
い
な
い
人
で
も
気
軽
に
市
役
所
を

訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
役

所
に
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
置
い
て
あ
る
と

と
て
も
助
か
る
と
思
い
ま
す
。

ご
提
言
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
現
在
、
身
体
の
不
自
由

な
人
の
た
め
に
、
車
い
す
を
市
庁
舎

の
北
口
と
西
口
に
配
置
し
て
、
自
由

に
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
設
置
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
市

庁
舎
一
階
北
口
と
西
口
に
一
台
ず
つ

ベ
ビ
ー
カ
ー
を
設
置
し
、
自
由
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

現
在
市
で
は
、
だ
れ
も
が
利
用
し

や
す
い
市
役
所
に
な
る
よ
う
、
庁
舎

の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
を
進

め
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
消
防
防
災

庁
舎
の
二
階
と
七
階
、
庁
舎
一
階
東

口
に
は
、
お
む
つ
の
取
り
か
え
が
で

き
る
台
を
備
え
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
ト
イ

レ
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
市
民
課

窓
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー
を
低
く
す
る
な

ど
の
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ
で

も
、
市
役
所
を
訪
れ
や
す
い
よ
う
努

め
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　

管
財
課

1
五
五
ー
二
七
二
六

今
回
は
、
富
士
岡
に
お
住
ま

い
の
三さ

ん

宮み
や

さ
ん
か
ら
、
市
役
所

で
の
貸
し
出
し
用
ベ
ビ
ー
カ
ー

の
設
置
に
つ
い
て
お
手
紙
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介

し
ま
す
。

【
市
長
か
ら
の
回
答
】

【「
市
長
へ
の
手
紙
」
か
ら
】

市
役
所
に
貸
し
出
し
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て
ほ
し
い

三宮民江さん・瑠
る

那
な

ち
ゃん（富士岡）

和

▲記念展では、釘谷さんや
生徒の皆さんの作品が約
170点展示されました。
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夏休み親子木工教室

子どもに木材の大切さや、木の持
つぬくもりを知ってもらうため、親
子で木工作業の体験をしませんか。
と　き　 8 月 9 日（土）9:00～12:00

※受付時間は9:00～10:00
ところ　県富士総合庁舎西側車庫棟
対　象 小学生以上の親子
定　員　100人（先着順）
参加費　400～600円（材料費）
申し込み　当日直接会場へ
問い合わせ　林政課　155-2783
※道具はすべて用意します。

「福祉って何だろう」「ボランティ
アってどんなことをするのかな？」
みんなの疑問・質問にお答えします。
夏休みを利用して体験してみません
か。
と　き　 7 月27日（日）10:00～15:00

※この間、出入り自由
ところ　フィランセ東館 3階ボラン

ティアルーム
内　容 手話・要約筆記・点字や盲

導犬についての学習、ボラ
ンティア活動、車いすや高
齢者の疑似体験など

対　象 福祉・ボランティアに関心
のある人

参加費 無料
持ち物 筆記用具
問い合わせ　ボランティアセンター

164-7100

夏休み福祉なんでも学習

と　き　 8 月 1 日（金）9:45～15:00
ところ　富士工業技術センター
コース　①紙すきコース

②電子工作コース
対　象　小学 5・6 年生とその保護者
定　員　各10組20人（応募者多数の

場合は抽せん）
参加費　無料
申し込み　 7 月25日までに往復はが
きに住所、子どもと保護者の氏名、
学年、電話番号、希望コースを書
いて、〒417-8550 富士工業技術セ
ンター総務企画課へ 135-5190

夏休み親子ふれあい技術広場

夏休み研究相談

充実した研究を考えている小・中
学生を対象に、研究相談を実施しま
す。積極的に利用してください。
と　き　 7 月30日（水）9:00～16:00
ところ　消防防災庁舎 7階大会議室
内　容　①統計図表に関すること
②科学作品、発明工夫に関すること　
③社会科に関すること　
④図画工作、美術に関すること

対　象　小・中学生
問い合わせ　学校教育課 155-2869
※資料をコピーする場合は、 1枚10
円必要です。

博物館で夏休み

★紙のふしぎ実験室
「チラシでリサイクルはがき」

と　き　 8 月10日（日）10:00～11:30
ところ　市立博物館工芸棟染色室
対　象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
定　員　30人（先着順）
講　師　牧田輝夫さん（富士工業技術センター）
参加費　100円
申し込み　 7 月26日の9:00から受け
付けます。電話で市立博物館へ

★手すき和紙体験（はがきづくり）
と　き　 8 月 3 日（日）10:00～12:00
ところ　市立博物館別棟実習室
対　象　小学生以上（小学生は保護者同伴）
講　師　富士手漉

すき

和紙の会
定　員　30人（先着順） 参加費 500円
申し込み　当日直接会場へ

★ナ、ナント！紙の窯
かま

で土器を焼く
と　き　 8 月17日（日）9:00～14:30
ところ　市立博物館別棟実習室
対　象　小学4 年生以上の子どもと保護者
定　員　15組30人 参加費 100円
申し込み　 8 月 2 日の9:00から受け付け
ます。電話で市立博物館へ（先着順）

1市立博物館　21-3380

我が家のアイドル我が家のアイドル

大倉一
かず

真
ま

ちゃん H14. 5 .16 生
父・守喜　母・美香（大淵）
「笑顔でちょこちょこ歩く
姿に、みんなにっこり」

藤田航
こう

輝
き

ちゃん H14. 4 .25 生
父・聡一 母・香保里（三ツ沢）
「最近は、散歩が僕の日課
になりました」

高橋涼
りょう

介
すけ

ちゃん H14. 9 .21 生
父・慶　母・圭子（鈴川本町）
「健康で明るくそしてビッ
クに育ってください」

谷川桃
も

萌
も

ちゃん H14. 9 .22 生
父・誠 母・久美子（原田）
「ももちゃんはパパとママ
の宝物。笑顔が最高ね！」
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◆ 7 月20日�

◆ 7 月21日�

◆ 7 月 6 日�

◆ 7 月13日�

◆ 7 月27日�内科・小児科・外科
救急医療センター　51－0099 津田
●診療時間
平　日　　午後 7 時～翌朝 8 時
土曜日　　午後 2 時～翌朝 8 時　
日曜祝日　午前 9 時～翌朝 8 時　　

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科

池田産婦人科医院
吉原中央眼科医院
柏木耳鼻科医院
丸 山 接 骨 院

ロゼレディースクリニック

柵山産婦人科医院
小森眼科クリニック
よねやま耳鼻科医院
関　　病　　院
下 村 接 骨 院

石 坂
吉原 3
裾 野
森　島

蓼原町

厚　原
伝 法
永田 町 1
三 島
大 淵

21－2228
53－0360
993
（055）

－4771
61－4720

60－5747

23
（0544）

－7050
61－1860
987
（055）

－1717
63－7180

34－0445
72－0011
975
（055）

－9131
71－8303

61－0119
26
（0544）

－8833
921
（055）

－8765
34－3511

72－2626
21－0333
53－6885
971
（055）

－4133
35－3663

眼 科
耳 鼻 科
〃　　　

柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
柔道整復

産婦人科
眼 科
耳 鼻 科
〃

柔道整復

◎休日救急歯科診療
診療時間　午前 9 時～午後 4 時
診療場所　歯科医師会館 �53－5555

平日の夜間及び休日当直医の
問い合わせは… 151－9999

7月の休日当直医など
天神眼科医院
大谷耳鼻科医院
内藤クリニック
北 村 接 骨 院

望月産婦人科医院
中島眼科クリニック
崎 川 医 院
望 月 接 骨 院

北 西 医 院
安藤眼科医院
井 上 医 院
岡 本 接 骨 院

～看護への道～
来年度市立看護専門学校への進学

・入学を希望する人を対象に学校説
明会を開催します。
と　き　 7 月27日（日）13:00～16:00
ところ　市立看護専門学校視聴覚室
内　容　説明、校内見学、個別相談
対　象　進学・入学希望者とその保
護者、高校進路担当教諭・一般

申し込み　当日直接会場へ

市立看護専門学校見学説明会

1 市立看護専門学校　64-3131

児童扶養手当の
現況届をお忘れなく

児童扶養手当を申請したことがあ
る人（支給停止の人も含む）は、 8
月 1 日現在の家庭状況の届け出が必
要となります。必ず本人が来庁し、
手続をしてください。
と　き 8月10日（日）～14日（木）
8:30～17:00
ところ 消防防災庁舎 7階大会議室
※現況届は 2年間提出しないと受給　
資格がなくなります。

1 児童福祉課　55-2763 1 選挙管理委員会　55-2879

明るい選挙ポスター作品募集

明るい選挙を推進するために役立
つ、独創的なポスターを募集します。
応募資格　小・中・高校生
内　容　明るい選挙を推進すること

をあらわすもの
規　格　縦書き、画用紙の四つ切り

（542㎜×382㎜）
応募方法　 9 月 5 日までに学校名、
学年、氏

ふり

名
がな

、性別を作品の裏の右下　
に書いて、直接選挙管理委員会へ

と　き　 8 月22日・29日、9月12日・　
26日、10月10日・24日、11月14日
各金曜日 計 7回　13:30～15:30

ところ　伝法公民館　
内　容　医師による講話・健康チェ　

ック・体力測定・転倒予防
のための運動など

対　象　60～74歳の人
定　員　20人（先着順）
参加費　800円（スポーツ保険料）
申し込み　 7 月28日から受け付けま
す。電話で保健福祉センターへ

転倒予防教室

1 保健福祉センター　64-8993

家に閉じこもりがちな人、最近ぼ
んやりすることが多い人などの心身
と脳の機能を活性化する教室です。
と　き　 9 月10日～平成16年 1月28
日 10:00～11:30 週 1 回 計20回

ところ　フィランセ西館
内　容　脳いきいき体操、ゲーム、

音楽、民謡、俳句など
対　象　65歳以上の人
定　員　20人程度（先着順）
申し込み　 7 月22日～ 8月22日に電

話で保健福祉センターへ

脳いきいき教室

1 保健福祉センター　64-8993

7 月の教育委員会会議
7 月定例会を次のように開催します

と　き　 7 月18日（金）13:30～
ところ 政策会議室

�　教育総務課　55-2865

●市民れんらく版●
★子育てサークル交流会
と　き 7 月31日（木）10:00～11:30
ところ フィランセ西館 2階保健指導室
内　容 子育ての情報交換・交流会
対　象 子育てサークルリーダー、子
育てサークル活動に関心がある人
申し込み 7 月24日までに、電話で

ふじママネットへ　　　　　
1090-4465-5285

★車いすフォークダンス
インストラクター養成講座

と　き 8 月 3 日（日）12:30～14:00
ところ フィランセ西館4階ホール
定　員 20人　　教材費 3,000円
申し込み・問い合わせ 7 月25日ま
でに、電話でNPO法人車椅子社交
ダンス普及会静岡東部支部　斉藤
方へ　1055-986-3216

富士宮
水戸島元町
三　島
宮　島

西比奈
入山瀬
清水町
厚 原

本市場
富士宮
沼　津
中　里

悪質商法への注意
最近、業者が市水道部の名を

使い電話による水の味などのア
ンケートを行い、浄水器の設置
を行うなどの連絡が市水道部に
寄せられています。市ではその
ようなアンケート及び機器のあ
っせんは行っておりませんので、
注意をお願いします。

1 水道総務課　55-2843

ケーブルテレビ 3 チャンネル
緊急告知放送システムの試験放送

「市からのお知らせ」
放送日 毎月第2・4木曜日 8:50～9:00
� 広報広聴課　55-2700
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と　き　 8 月12日～29日の火・金曜
日 19:00～21:00 計 6 回　

ところ　ラ・ホール富士 7階OAルーム
内　容　ワード・エクセル入門講座
対　象　市内在住・在勤の勤労者
定　員　20人（応募者多数の場合は抽せん）
受講料　2,000円程度（テキスト代）
申し込み　 7 月31日までに電話で商

業労政課へ

勤労者のための
能力アップOA教室

1 商業労政課　55-2778

排水設備責任技術者試験

1 下水道部管理課 55-2800

受験資格　20歳以上で学歴に応じた
実務経験を有する人　

試験日　10月15日（水）
受験料　4,000円
試験会場　沼津市、静岡市、豊田町　
申し込み 7 月22日～ 8 月 1 日に、
必要書類を下水道部管理課へ

※願書は 7 月 7 日～25日に下水道部
管理課で配布します。

1 広報広聴課　55-2700

夏休みのひととき、平和の意味を
問う旅をしてみませんか。
と　き　 8 月22日（金）～24日（日）2 泊 3日
行き先　広島平和公園、平和資料館、

宮島、市街地戦跡めぐりなど
対　象　市内在住の人（小学 4 年生

以下は保護者同伴）
定　員 40人
参加費　大人（中学生以上）3 万5,000円

小学生以下 3万円
申し込み・問い合わせ　 8 月 3 日ま　　

でに、電話で核兵器廃絶平
和富士市民の会（事務局富
士市職員組合）へ�55-2893

「核兵器って何？」
親と子の広島平和バスツアー

1 富士市民センター　61-6262

～いつまでものこしたい心のうたパート3
思い出のアニメ・テレビソング～

と　き　 8 月10日（日）開場13:30～
開演14:00～

ところ　富士市民センター　ホール
出　演　富士市少年少女合唱団、若

わか

柳
やぎ

吉
きち

似
い

智
ち

とその社中、フジ
ゾリステン、富士甲

きのえ

子
ね

囃
ばや

子
し

保存会壱番會
いちばんかい

入場料　500円
チケット販売 富士市民センター、

ラ・ホール富士、温水プー
ル、市立富士体育館、富士
マリンプール

2003年童謡コンサート

1 建設部管理課　55-2817

募集住宅　ハイム大石（中丸203-3）
募集戸数　 6 戸　 3 LDK
家　賃 6万4,000円（駐車場 1 台込み）
対　象　同居の親族があり、収入が
（所得金額－本人を除く同居親族　
数×38万円）÷12か月＝17万8,001
～60万1,000円ほか

申し込み・問い合わせ　アパマンショッ
プ富士店 平和ハウジング（株）151-6161

特定優良賃貸住宅入居者募集

ところ　ラ・ホール富士 対　象 勤労者、一般（学生は除く）
申し込み　 8 月 5 日～10日の9:00～20:30に直接ラ・ホール富士へ（応募者多数

の場合は抽せん）
※代理人での申し込みは 1 人分のみできます。

ゴスペル・デジタルカメラ・シェイプアップボクササイズ・エクセル教室

1 ラ・ホール富士 53-4300

教　室　名 回 定員 受  講  料 と　　　　　　　　き 

ゴ  ス  ペ  ル  

デジタルカメラ 
（画像の加工・編集） 

エ　ク　セ　ル 

9 / 9 ～12/16　毎週火曜日　19:00～21:00 4,000円 

4,000円 

8,000円 

10回 

 4 回 

30人 

5,000円 10回 30人 
 8 回 20人 

20人 　　　　        　　　　     19:00～21:00　 9 / 6 ～ 9 /27　毎週土曜日 

9 / 2 ～10/ 2 　毎週火・木曜日　19:00～21:00
シェイプアップボクササイズ 9 / 9 ～12/16　毎週火曜日　19:00～20:30

　13:30～15:30 各 

こども療育センター　121-9480

と　き　 7 月25日（金）18:00～19:30
※雨天の場合は、室内で行います。
ところ　こども療育センター（広見公園東側）
★たこ焼き、焼きそば、ホットケーキなどの販売
★お面など子どもが楽しめる露店もあります

国民健康保険加入者の
高齢受給者証が更新されます

受給者証の色がクリーム色から
藤
ふじ

色に変わります。
対　象 平成14年10月 1 日以降に

70歳になった人

国民健康保険加入の老人医療受給
者で負担割合が変更になった人に
新しい受給者証を郵送します
対　象 既に老人保健に加入して

いる人

※受給者証を受け取ったら住所・
氏名、一部負担金の割合をご確認
ください。

1 国民健康保険課 55-2751

1 選挙管理委員会　55-2879

55周年を迎えた検察審査会

ことしは検察審査会法が施行され
て55周年に当たります。交通事故な
どの被害に遭ったのに、検察官が事
故の加害者を裁判にかけてくれない
（不起訴処分）。このような場合に、
その不起訴処分のよしあしを審査す
る、それが検察審査会制度です。
問い合わせ　沼津検察審査会事務局
（地裁沼津支部内）�055-931-6000

と　き 7 月29日（火）10:40～11:00
ところ 県富士総合庁舎 3 階301会議室
問い合わせ 富士財務事務所納税課　　

165-2123
※中止になる場合もあり
ますので事前に電話で
確認してください。

1 収税課　55-2730

電話加入権の公売
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た よ り 平成15年7月5日号 お問い合わせはダイヤルイン（直通電話）で
市役所　151-0123（代表）

7 月の水道料金・下水道使用料
～納入は便利で確実な口座振替で～
市指定金融機関の窓口で直接お申し込みください。

持ち物　通帳・印鑑（届印）・水せん番号（各世帯配布の「使用水
量等のお知らせ」に記載）※申込書は金融機関にあります。

問い合わせ 水道部営業課　55-2846

○納入期限　　 7 月31日（日）
（納入通知書は、今月中旬に郵送します）

○口座振替日　 7 月28日（月）

※納入は２か月に１度です（地区によって納入月が異なります）

「紙モニター制度」は、紙のリサ
イクルなどについて広く消費者の声
を聞き、行政や業界に反映させ、地
場産業の振興を図ることをねらいと
した制度です。
対　象 市内に引き続き 1年以上住　

所を有する満20歳以上の人
内　容　会議（ 3回程度）、モニター通信ほか
定　員　10人
謝　礼 年間 1万2,000円
委嘱期間　 1 年間（ 9月～平成16年 8月）
申し込み　 8 月 5 日（消印有効）まで
に郵送またはFAXで郵便番号、住
所、氏名、年齢、職業、電話番号、
各種モニター経験の有無、応募の
動機を書いて、〒417-8601 富士市役
所工業振興課へ　551-1997

紙モニター募集

1 工業振興課　55-2779

大　　　賞 

優　秀　賞 

長谷川哲也（増川新町） 
勝亦　　昇（森　島） 
平井　省吾（厚　原） 

和田　　百（横割本町） 
渡邉　恭章（厚　原） 

 

  

写
　
　
真 

大　　　賞 

優　秀　賞 

近藤由記子（松　岡） 
大谷　昭代（五貫島） 

陶
　
芸 

大　　　賞 

神出きよ枝（厚　原） 

井出　千愛（厚　原） 
ち あき 

優　秀　賞 
岩崎　嘉子（依田橋） 

原口　英子（川成島） 

染
　
織 

もも 
 
 
 
 
 

第37回　富士市展審査結果
写真・工芸（陶芸・染織）の部

1 文化スポーツ課　55-2874

子どもの本との出会いの講座

1 中央図書館　51-4946

と　き 8 月22日（金）10:00～12:00
ところ 中央図書館分館 1階学習室
講　師 小林衛

え

己
み

子
こ

さん（わらべうた保育研究会）
対　象　 0 歳～ 3歳の乳幼児をお持ち　
の保護者（10人まで託児あり）
定　員 30人（先着順）
受講料 無料
申し込み 8 月 5 日の9:00から受け　
付けます。直接中央図書館へ

※電話での申し込みはできません。

一家の働き手が自動車事故で亡く
なったり、重度の後遺障害が残った
りした場合、育英資金をお貸しします。
対　象　中学校卒業までの子ども
貸付金額　一時金 15万5,000円

月額 2万円・小中学校入学
支度金 4万4,000円

返済方法　学校卒業後20年以内の割
賦返済（無利子）

問い合わせ　自動車事故対策センタ
ー静岡支所　�054-262-3421

交通遺児育成資金貸付案内

1 児童福祉課　55-2763

富士市の国民健康保険に加入して
いる人が出産したときに「出産育児
一時金」を、死亡したときに「葬祭
費」を支給しています。
支給の方法は口座振り込みです。

◎申請には
・世帯主（葬祭費は、葬祭を行う
人）の振り込み先がわかるもの
（郵便局や、普通預金以外の口座
へは振り込みができません）。
・国民健康保険証、印鑑
が必要です。

出産育児一時金・葬祭費の
支給は口座振り込みです

1 国民健康保険課　55-2751
第7回　紙ing

か み ん ぐ

博物館
え！こんなに！地球にやさしい紙作り

1 市立博物館　21-3380

夏休み期間中、小学生を対象に、
紙に親しむ体験コーナーや実験シ
ョーを交えて開催し、環境保全へ
の取り組みを紹介します。
と　き　 7月 5 日～ 8月31日
内　容　①水をきれいに！
（ヘドロって知っていますか・
木の中の紙にならない部分）

②ごみを少なく！
（工場から出るごみを減らす・
ごみにならない紙）

③森を大切に！
（丸太からチップへ・海外植林事業）
�空気をきれいに！
（煙突ゼロ作戦・大気汚染の監視）

パブリック・コメント募集 ～市政への意見反映制度～　　　　

パブリック・コメントとは、市がさまざまな計画や条
例などを策定するときに、事前にその案や内容を皆さん
に公表して広く意見を求め、寄せられた意見を政策に反
映させる仕組みをいいます。
今回は総務課の次の案件を策定するに当たり、皆さん

の意見を広く募集します。
案件名　①富士市生活安全条例（案）

②麻薬・覚せい剤撲滅都市宣言（案）
内　容 ①市民生活の安全確保（防犯）に関して基本と

なる事項を定め、市民が安心して暮らせる地域
社会の実現を図ることを目的とする条例

ダイヤル施設案内　152-1111

ダイヤルお出かけ情報 153-1111

②麻薬・覚せい剤などの有害性・危険性の認識
を深め、供給源の遮断を図ることを目的に、富
士市を「麻薬・覚せい剤撲滅都市」とする宣言

提出方法　 7 月31日までに直接または郵送、FAX、Eメー
ルで総務課へ。

※詳しくは、総務課及び各公民館にある資料、市ホーム
ページのパブリック・コメントコーナーをごらんくだ
さい。
〒417-8601 富士市役所総務課　551-2363
Esoumu@city.fuji.shizuoka.jp
Fhttp://www.city.fuji.shizuoka.jp
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1 文化スポーツ課　55-2876

内　容　ストレッチ体操、リズム体操、レクリエーション
対　象　市内在住で60歳（ 9月 1日現在の満年齢）以上の人
受講料　1,000円（初日に徴収します。初日欠席の人は出席する人にお渡しし

て納入してください）
申し込み　 8 月 5 日（必着）までに、往復はがきに、会場名、希望する時間、

住所、氏名
ふりがな

、年齢、電話番号を記入し〒417-8601 富士市役所文化スポ
ーツ課へ。Eメールでも可　Etaiiku@city.fuji.shizuoka.jp

さわやか健康体操教室

実施会場 期間（計10回） 曜日 時　　  間 定  員 
 

市立富士体育館 
9 /10～11/26 水 

水 

9 /12～11/28 金 
10：00～11：00　　　　　　　 

10：00～11：00　　　　　　　 

田子浦公民館 

丘 公 民 館 

富士北公民館 

9 / 8 ～12/ 8 月 ① 9：30～10：30　②10：45～11：45
① 9：30～10：30　②10：45～11：45

 
元吉原公民館 

9 /11～11/20 木 
9 / 9 ～11/18 火 10：00～11：00　　　　　　　 

須津公民館 

9 /12～11/21 金 ① 9：30～10：30　②10：45～11：45
① 9：30～10：30　②10：45～11：45

天間公民館 

9 / 8 ～12/ 8 月 
9 /11～11/20 木 10：00～11：00　　　　　　　 

10：00～11：00　　　　　　　 

10：00～11：00　　　　　　　 
10：00～11：00　　　　　　　 

9 /10～11/12 水 

 
広 見公民館 

 
鷹岡公民館 

9 /11～11/20 木 
9 /11～11/20 木 ① 9：30～10：30　②10：45～11：45

富士見台公民館 

9 / 9 ～12/ 9 火 

火 

① 9：30～10：30　②10：45～11：45
① 9：30～10：30　②10：45～11：45

60人 
各60人 
各35人 
35人 
35人 
各35人 
各50人 
50人 
50人 
各35人 
各35人 
各40人 
各50人 
40人 
40人 

鷹岡市民プラザ 

9 /11～11/13
9 /10～11/19
9 / 9 ～11/18

木 ① 9：30～10：30　②10：45～11：45

※富士北公民館、丘公民館は新規に開講します。　　　※応募者多数の場合は抽せん 

7 月 1 日から市役所（本庁及び
消防防災庁舎）及びフィランセの
建物内での喫煙が禁止になりまし
た。市民の皆さんのご協力をお願
いします。このほかの市の公共施
設についても、順次禁
煙に努めていきます。
1管財課 55-2726

1フィランセ 64-8990

みんなが安心して暮らせる社会を築くためには、犯罪
を未然に防ぐ働きかけが重要です。
罪を犯した人の立ち直りの援助をしたり、犯罪予防の

ためのさまざまな活動を行ったりしている人たちが「保
護司」と呼ばれる民間ボランティアの皆さんです。
7月は、社会を明るくする運動の強調月間です。保護

司の皆さんが、各地域でミニ集会や講演会を開きますの
で、更生保護活動に、ご協力をお願いします。
ことしは、「ふれあい街ぐるみ。おせっかい、おせわ、

ときにはやさしく、やかましく」をキャッチコピーとし
たポスターも掲示し、活動をしています。

1 総務課　55-2705

市民憲章 
制定20周年 

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

富士山のように　強く　正しく　きまりを守り
平和で安全な社会をつくります

一 斉 防 疫
希望した町内のみ実施します

1 環境衛生課　55-2768

  7 月28日（月） 大淵町 1 大淵町 3

   〃  31日（木） 落合町 大淵町 2、三ツ倉町 

   〃  30日（水） 城山町 片倉町 

   〃  29日（火） 穴原町 1 穴原町 2、希望ケ丘 

  8 月 1 日（金） 神戸 1 神戸 1、2

   〃   4 日（月） 間門、鵜無ヶ渕 1 若松町 3、大久保町 

   〃   7 日（木） 一色 一色、広見新町、東木の宮 

   〃   6 日（水） 若松町 1、勢子辻 今宮 

   〃   5 日（火） 鵜無ヶ渕 2、石井町、桑崎町 陽光台南・東・西 

   〃   8 日（金） 傘木 末広町、傘木北 

月　　日 午　　　前 午　　　後 

と　き 7 月20日（日） 9 :30～16:00 ところ 市立富士体育館
内　容
★ふじっぴー体操フェスティバル ★ちかおねえさんの親子体操教室　
★国体デモスポ体験コーナー（スポーツチャンバラ、ペタンクなど）
★なんでも55チャレンジ（ジャンボサイコロ、ストライクチャレンジなど）
★GO!GO!アリーナイベント（ふじっぴー＆ウルトラマンと遊ぼう）
★国体なんでもパネル展示　
★クリーンアップパレード（市役所から市立富士体育館間のごみ拾い）

☆体育館の駐車場は使用できません。富士市役所駐車場をご利用ください。
☆入場無料、先着2,000人に参加記念品をプレゼントします。

GO!GO!フェスタ NEW!!わかふじ国体55日前イベント

と　き 8 月 3 日（日）8:00～9:00（小雨決行）
ところ 総合運動公園大駐車場西側広場
内　容 開会式、日立建機～青葉台小学

校北交差点（1.8km）のごみ拾い
対　象　どなたでも参加できます。（個

人、団体どちらでも可）
定　員　100人　※ごみ袋、軍手は用意します。
申し込み　 7 月31日までに電話で国体実　

行委員会へ

NEW!!わかふじ国体

きれいな街でお出迎え（環境美化大会）

NEW!!わかふじ国体富士市実行委員会　155-2721

市役所・フィランセが

全面禁煙になりました

7 月の重点項目



こ ち ら 編 集 室 

広報ふじは環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキを使用していますホームページ http://www.city.fuji.shizuoka.jp/

平
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五
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日
号

我が家の次男坊が小学校に通い
始めて 3 か月。「学校は楽しいよ」
という言葉にまずは一安心。 6 月
1 日には学校生活最初のビッグイ
ベントでもある運動会があった。
入学間もない 1 年生は体力的に大
変かなと心配したが、思いのほか

人　口　242,527人 （前月比＋100）
男　120,745人 （＋47）
女　121,782人 （＋53）

世　帯　84,752世帯（＋172）6月1日現在
編集・発行　富士市総務部広報広聴課
〒417-8601 静岡県富士市永田町1-100

151-0123� 551-1456

長年、富士本町のお
店で働く

吉田　實
みのる

さん
（富士町）

八
月
に
入
る
と
、
富
士
本
町
は
甲き

の
え

子ね

神
社

祭
典
や
こ
の
港
ま
つ
り
で
、
い
つ
に
も
増
し

て
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
港
ま
つ
り
で
は
、
今

の
富
士
公
民
館
の
あ
た
り
に
あ
っ
た
役
場
前
の

広
場
で
、
富
士
音
頭
の
大
会
も
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
田
子
の
浦
港
で
花
火
大
会

が
あ
っ
て
、
み
ん
な
自
転
車
や
徒
歩
で
見
に
行

っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
写
真
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
ア
ー
ケ
ー
ド
や
ア
ー
チ
な
ど
、
今
と
違
う

本
町
通
り
の
様
子
も
懐
か
し
い
で
す
ね
。

たくましい。
徒競走では、ほかの父母と同様
にビデオカメラ越しに応援。一生
懸命走る姿に思わず大きな声が飛
ぶ。走り終えた彼の左そでについ
ている赤いリボンが、 6 月の風に
誇らしげに吹かれていた。

昨年の富士まつり音楽パレード

富
士
町
、
田
子
浦
村
、
岩
松
村
が
富
士
市
と
な

り
十
周
年
を
迎
え
た
昭
和
三
十
九
年
、
こ
れ
を
記

念
し
て
「
港
ま
つ
り
」
が
例
年
よ
り
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
ミ
ス
富
士
コ
ン
テ
ス
ト
、
自
衛
隊
に

よ
る
音
楽
行
進
、
民
踊
大
会
な
ど
に
大
勢
の
市
民

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

市
を
挙
げ
て
開
か
れ
た
こ
の
「
港
ま
つ
り
」
は
、

吉
原
市
、
鷹
岡
町
と
合
併
し
、
新
・
富
士
市
と
な

っ
た
昭
和
四
十
三
年
、「
富
士
ま
つ
り
」
へ
と
名

称
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
各
地
区
分
散

型
で
お
ど
り
大
会
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

現
在
で
は
、
七
月
第
四
日
曜
日
に
市
役
所
周
辺
を

メ
ー
ン
会
場
と
し
て
、
市
民
総
お
ど
り
や
か
ぐ
や

姫
絵
巻
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
港

ま
つ
り
」
の
名
は
、
田
子
浦
地
区
の
夏
祭
り
と
し

て
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

富
士
市
制
十
周
年
を
記
念
し
て
盛
大
に
開
催

港まつり
昭和39年8月
（富士本町通り）
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